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である。このような談話に関して、Sinclair & Coulthard (1975)は一定のパターンの存在を認め、教
室談話の構造モデルを提唱している。本論文はそのモデルを援用し、「はい」「じゃ」「で」などの談話
標識が教室談話の構造を形作る上で果たしている談話における言語形式の機能を記述する試みである。 
 本論文は序章と 7つの章から構成されている。 
 序章  本論文の目的と構成 
 第 1章 本論文の立場と枠組み 
 第 2章 教室談話モデル 
 第 3章 教室談話の構造を表す談話標識「はい」 
 第 4章 教師の話を中心とした授業における「はい」 
 第 5章 談話標識「はい」の教室外での使用 
 第 6章 教室談話における接続表現の使用 
 第 7章 結論 




 第 2 章では、Sinclair & Coulthard (1975)の教室談話モデルを、類似のモデルである Bellack et 








































































 平成 27年 1月 21日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（1）に該当することから免除し、審議の
結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 よって著者は、博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
